Ⅲ　健全度判定に係る外観の評価基準（定期点検、診断）
	評価
点検項目
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	
	変状及び異常なし
	変状及び異常が認められるが、危険性はない
	危険性を有しているが、すぐには倒伏（、枝折れ）しない
	非常に高い危険性があり、すぐに倒伏（、枝折れ）するおそれがある

	揺らぎ
	なし
	該当なし
	あり（小）
	あり（大）

	不自然な傾斜
	なし
	傾斜が見られるが、
根付きに変状及び異常がない
	該当なし
	傾斜が見られ、地際周辺に変状及び異常がある

	亀裂
	なし
	該当なし
	あり（小）
	あり（大）

	子実体(キノコ)
	なし
	該当なし
	あり（小）
	あり（大）

	開口空洞
	なし
	芯に達しない
	芯に達し、
周囲長比率1/3未満
	芯に達し、
周囲長比率1/3以上

	隆起
	なし
	該当なし
	あり（小）
	あり（大）

	腐朽部露出
	なし
	該当なし
	周囲長比率1/3未満
	周囲長比率1/3以上

	樹皮枯死･欠損
	なし
	周囲長比率1/3未満
	周囲長比率1/3以上
	該当なし

	結合部の変状及び異常
	なし
	該当なし
	あり（小）
	あり（大）

	穿孔害虫
	なし
	あり（小）
	あり（大）
	該当なし

	根張り
	見える
	該当なし
	見えない
	該当なし

	打診音異常
	なし
	該当なし
	あり（小）
	あり（大）

	貫入異常
	なし
	該当なし
	あり（小）
	あり（大）


※　（小）（大）の判断基準は、【参考資料】Ⅱ　点検項目の解説参照。
Ⅳ　活力度の評価基準（定期点検）
	評価
	１
	２
	３
	４

	樹勢
	良い
	少し悪い
	悪い
	枯死

	樹形
	望ましい樹形を保っている
	樹形に乱れがある
	樹形が著しく乱れ、回復の見込みが低い
	望ましい樹形が完全に崩壊している


Ⅴ　総合判定基準（診断）
	判定
	基　準
	措置等の目安

	Ａ
健全
	外観評価の全ての項目が「Ａ」
かつ
活力度の全ての項目が「１」
	措置等を要しない

	Ｂ
健全に近い
	外観評価のいずれかの項目に「Ｂ」がある
または
活力度のいずれかの項目に「２」がある
（ただし、いずれの場合でも活力度に「３，４」、外観評価に「Ｃ，Ｄ」が無い）
	簡易な措置等を行い、必要に応じ経過を観察する

	Ｃ
要注意
	外観評価のいずれかの項目に「Ｃ」がある
または
活力度のいずれかの項目に「３」がある
（ただし、いずれの場合でも活力度に「４」、外観評価に「Ｄ」が無い）
または
外観評価のいずれかの項目に「Ｄ」があった場合で、機器による診断を行い、（腐朽面積／幹断面積）が５０％未満注1）
	本格的措置を行い、経過を観察するが、周辺の条件に支障があれば伐採する

	Ｄ
危険木
	外観評価のいずれかの項目に「Ｄ」がある
または
活力度のいずれかの項目に「４」がある
ただし、機器による診断を行った場合は（腐朽面積／幹断面積）が５０％以上注1）
	伐採する
ただし、樹体の状況により専門技術者が再生可能と判断した場合には、本格的措置を行い、経過を観察する
また、歴史的価値の高いもの、名木等については、伐採以外の対応も含め慎重に検討する


※　本例の総合判定基準が4段階であるのは、「公園施設長寿命化計画策定指針（案）」の「健全度判定における評価基準」の4段階と一致している。
注1）腐朽面積比は、γ線透過量測定機で算定できるが、それ以外の機器を使用する場合は、これに相当する適切な判定値に代替する。

